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4３ 
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
ー
は
首
都
帰
還
後
の
翌
年
’
一
八
六
二
年
に
特
異
な
う
；
二
ト
ン
『
詩
と
散
文
に
よ
る
ペ
デ
ル
ブ
ル
ク
の
夢』を発表している。この文章はペテルプルクという都のもつ奇妙な幻想性をモチーフとしているが、とくに目に
立
つ
の
は
冬
の
ネ
ヴ
ァ
河
の
夕
景
を
丹
念
に
描
写
し
た
個
所
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
若
年
の
頃
の
印
象
と
し
て
か
か
れ
て
い
る
。
ネヴァ河に近づいたとき、私は一寸足を止め、屯やっている遠方を河沿いに鋭く見やった。霞んだ地平線の
向うで燃え尽きようとしている夕焼けの最後の赫紫色にそれは突然染めあげられた。夜が街に拡っていて、雪
が
凍
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
ネ
ヴ
ァ
河
の
広
大
な
川
面
に
は
落
日
の
反
映
と
と
も
に
、
あ
た
り
一
面
数
限
り
な
い
針
の
よ
う
な
霜
の
火
花
が
ま
き
散
ら
さ
れ
て
い
た
。
寒
さ
は
零
下
二
十
度
に
も
な
っ
て
き
た
。
冷
た
い
湯
気
が
疲
れ
切
っ
た
馬
か
ら
も
走
っ
て
行
く
入
念
か
ら
も
立
ち
の
ぼ
っ
た
。
凝
結
し
た
空
気
は
ご
く
わ
ず
か
な
響
き
に
も
震
え
た
。
両
側
の
河
岸
に
並
ん
だ
家
交
の
屋
根
か
ら
は
、
象
な
巨
人
の
よ
う
に
煙
の
柱
が
幾
筋
も
立
ち
の
ぼ
っ
て
、
寒
為
と
し
た空を途中でもつれたり、解けたりしながら上へ上へと動いて行く。新しい建物が古い建物の上に立ちあがり、
新しい街が空中に造りあげられたかのようであった……つまりそこに住む人念、強者も弱者も、彼らの住処も、
乞食の隠れ家も、金殿玉楼もすべてこの黄昏の一刻には、ファンタスチックな魔法めいた幻影に似通ってくる。
そして次にはその幻が忽然と見えなくなり、湯気になって蒼黒い空に消え失せてしまうのだ。急に何か不可恩
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
生
Ｉ 
近
田
友
一
Hosei University Repository
４４ 
この文章とほとんど同じものをドストエフスキーは。ヘトラシェフスキー事件以前にすでにかいている。’八四六
年
の
短
篇
『
弱
い
心
』
は
善
良
で
純
真
な
弱
者
の
主
題
と
「
空
想
主
義
」
の
モ
チ
ー
フ
を
結
び
つ
け
た
作
品
だ
が
、
発
狂
し
た
主
人
公
ヴァーシャを精神病院に送った帰途、アルヵージィはネヴァ河畔で「幻想」をいだく……十五年余の歳月をへだて
てドストエフスキーは再び同一ともみえる幻想をもちだした。異なっているのは作者がわざわざ「急に何か不可思
議な想いが。…・・」以下の文章をつけ加えたことである。ドストエフスキー自身、若年時の印象をもう一度確認して
ふ
た
か
つ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
が
『
弱
い
心
』
で
描
い
た
ネ
ヴ
ァ
河
の
夕
景
は
、
「
幸
福
の
あ
ま
り
」
発
狂
す
る
主
人
公
ヴ
ァ
ー
シ
ャ
の非現実性を補うための非現実的な風景描写であったが、それが単なる心象風景ではなかったことを作家は知った
ｌ麟性のみで捉えていた対象を認識の対象にする必要性をドストェフスキ‐蝉Ⅷ正確に“感じていた．「新しい
世
界
が
見
え
て
き
た
」
と
い
う
の
も
「
私
の
存
在
が
始
ま
っ
た
」
と
い
う
の
も
誇
張
で
は
な
い
。
彼
は
こ
の
光
景
の
な
か
に
、
彼
の
好
き
な
言
葉
で
言
え
ば
、
「
永
遠
の
根
抵
」
に
触
れ
る
も
の
を
感
じ
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
セミョーノフスキー練兵場で視た〃金色の光〃は現実の底にもう一つの世界があるかも知れないことをドストエ
フ
ス
キ
ー
に
教
え
た
。
こ
の
〃
二
重
性
〃
を
め
ぐ
る
考
察
は
以
後
彼
の
文
学
の
底
流
を
流
れ
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
六
十
年
代
の
初
頭
か
ら
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
創
作
プ
ラ
ン
、
感
想
、
メ
モ
な
ど
を
か
き
と
め
て
お
く
ノ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
るが、現存する十一冊のノートの二冊目に、最初の妻マリヤ・ドミトリエヴナの死の直後の作家の率直な心情が記
議な想いが私の中で動き始めた。私は身麗いした。その瞬間、私の心には力強いこれまで知らなかった感覚が
糸ち溢れて、突然沸き立った血の熱い泉に満たされたような気がした。私はその時、今まで心の中で議いてい
るばかりでまだ意味のとらえられなかった或るものを悟ったかのようであった。それはさながら何か新しい或
るもの、全く新しい世界が見えてきたかのようであった。ただ何か漢とした噂によって幽かに知っていただけ
（１） 
の、私には未知の新しい世界であった。まさにこの時から私は私の存在が始まったものと考える。…：
Ⅱ 
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4５ されている・そこに述べられているのは、「不幸がひどければひどい程一層愛し合った」愛憎つれなき亡妻につい
ての感傷でも感想でもなく、もっと根源的な問である。
マリヤの病勢の昂進、死と『地下室の手記』の執躯、発表は重なっている。このことからこの時期のドストニフ
スキーのキリストへの想いを心榑つものととらえる評家もいるが、事実はもっと差し迫ったものであったろう。な
によりもマリヤの死は、突きつけられた現実の死の形としてドストエフスキーに迫っている。父ミハィルの横死は
深刻ではあったが、抽象的であった。マリヤの死は目の前にあって彼に解答を求めている。ドストエフスキーのロ
から素朴な咳きが洩れるｌ「マーシャにまた会うだろうか」……
死が現実の存在の究極ならば、一切の存在の形は死によって規定される。生と死の時間帯を死と再生の間に移して
存在を考えることはできない。死に至る存在としてのみ存在があるならば、人間は宇宙の澱たる粒子にすぎない……
彼の存在を一瞬にして無にしようとした”金色の光卿の向うに在ったものは何なのかＩ限前のマリヤの遺骸は、
ゆくりなくもキリストの死を連想させ、イエスの存在の意味を想起させたのであろう。人間の最高の理想であるィ
四月十六日・マーシャがテーブルに横たわっている。私はマーシャにまた会うだろうか？キリストの戒律
に従って自分自身のように人墓することはｌ不可能だ．地上の値の法則が縛る。自我が妨げる．キリスト
だけがなし得た・だがキリストは絶えることなき太古からの理想であり、人間は自然の法則によってもそれを
目指さなければならないｌところが肉体をもった人間の理想としてのキリストの鎧以後は、樫の耀高の
最終的な発展は（発展の最終段階において、目的達成のその時点で）、人間が以下のようなことを発見し意識
し自分の本性の全力を以て確信するに至らなければならぬｌということが白：ごとく鯛らかになったの
だ。それは他でもないＩ人間がその個警完全に発達した胤分の自我を用いることの出来る最高の使い方
は、言ってみれば、この自我を抹殺し、それをすべての者に、各々に完全に、献身的に捧げるようにすること
（２） 
である。（『手帖’一八六二！｜八六四年』）
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4６ 
し
る
こ
と
を
指
捕
さ
れ
て
衝
撃
を
お
ぼ
え
る
。
彼
は
「
非
凡
人
」
ていない。それは彼が苦しまぎれに考え出した一つの
存在の形への探求である。それは地下生活者の袋小路（
り、そこには必然的に人間の存在の新しい形がなげれ棒
に
も
と
め
た
…
…
彼の老婆殺しは倫理の次元の問題ではない。表現としてそう承えてあうスコーリニコフの心の中にあるものは違
う。
↓
 
地下生活者には自己の存在の形に対する苛立ちが素朴な形で表われている。一一一一ヶ四の支配する地上の世界を否
定し、石の壁を前にして穴蔵の中で自虐の快感にひたる地下生活者は、何よりも自己の存在そのものを守ろうとし
た。科学的合理主義の否定というような抽象的なことよりも、どうしようもない自分自身の存在への苛立たしさが
先行している。勿論この作品には後の小説に承られるような存在の形への問はない。ただ直感的に彼は自分の生の
姿を正確に捉えている。『地下室の手記』が『罪と剛』のプレリュードとして位腫づけられているのは、この点か
ら
も
故
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
『罪と罰』は〃行き場〃を主題とした小説である。ラスコーリニコうばマルメラードフから〃行き場〃を求めて
いることを指摘されて衝撃をおぼえる。彼は「非凡人」の理論を案出するが、彼自身誰よりもこの「思想」を信じ
ていない。それは彼が苦しまぎれに考え出した一つの〃行き場〃である。ラスコーリニコフの〃行き場〃は新しい
存在の形への探求である。それは地下生活者の袋小路から脱出して地上の世界で生きる可能性を模索することであ
り、そこには必然的に人間の存在の新しい形がなければならない。ラスコーリニコフはこの「思想」の保証を実行
エスの象が死と再生をつなぐ時間を考えることができる唯一の存在である。人間がイエスに等しい存在の形をもつ
ならば、再生は可能であろう。だが、それがあり得ないことだとすると、この世界の現実だけが唯一の現実である。
この現実だけなのか、現実を超えた何かがあるのかに一切は尽きる。マリヤの死は、人間存在が死から逆照射さ
れた形しかないことをドストエフスキーに改めて認識させた。〃何か〃がないとするとマリヤの死が意味するよう
な存在の形が人間のただ一つの生の姿である。マリヤの死を契機としてドストニフスキーは存在の問題を根源的に
問
お
う
と
し
て
い
る
。
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4７ 
ラ
ス
コ
ー
リ
ー
ー
コ
フ
は
こ
れ
ま
で
の
人
間
の
思
想
と
は
異
な
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
と
し
て
彼
の
そ
れ
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
神
へ
の
「
故
な
い
畏
怖
」
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
は
新
し
い
存
在
の
場
に
出
る
と
ラ
ス
コ
ー
リ
一
一
コ
う
ば
信
じ
よ
うとした。彼の「新しい第一歩」という言葉にはこの意味が象徴されている。単なる宇宙の粒子として生成する存
在にラスコーリ一一コうば耐えられない。
スヴィドリガイロブはこの点で異なる。彼は粒子にすぎない自分を正確に認識している。彼は来世を認めている
が
、
そ
れ
に
希
望
を
も
っ
て
は
い
な
い
。
永
遠
は
虚
で
あ
り
、
人
間
を
支
え
る
も
の
で
は
な
い
。
他
界
の
断
片
が
と
き
ど
き
現
世
に
現
れるというスヴィドリガイロブの表現は面白いが、彼の意識の中では来世１１他界と永遠とは赦然と分れている。
永遠が虚だということは、彼の哲学の始点でもあり、終点でもある。他界が存在しようが、しまいが、永遠が虚で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
問
に
は
彼
は
率
直
に
答
え
た
。
ラ
ス
コ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
問
返
し
は
、
そ
の
故
に
彼には何とも不本意なものであった。
「われわれは現に、いつも永遠なるものを不可解な観念として、何か大きなしののように想像しています。
で
も
ど
う
し
て
何
故
必
ず
大
き
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
？
と
こ
ろ
が
あ
に
は
か
ら
ん
や
、
す
べ
て
そ
う
い
ったようなものの代りに、田舎の湯殿みたいな煤けた小つぼけな部屋があって、その隅斉に蜘蛛が巣を張って
い
る
、
そ
し
て
こ
れ
が
す
な
わ
ち
永
遠
だ
と
、
こ
う
想
像
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
実
は
ね
、
私
は
ど
う
か
す
る
と
、
そ
ん
な
風
な
も
の
が
目
先
に
ち
ら
つ
く
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
」
．
体
、
｜
体
あ
な
た
の
頭
に
は
そ
れ
よ
り
も
つ
と
気
休
め
に
な
る
よ
う
な
、
も
っ
と
公
平
な
考
え
は
浮
か
ば
な
い
ん
で
す
一体どういうわけで俺の思想は、開關以来この世にうようよして互いにぶつかり合っている他の思想や理論
よ
り
愚
劣
だ
っ
た
の
だ
？
完
全
に
独
立
不
翻
な
、
日
常
茶
飯
事
の
影
響
か
ら
の
が
れ
た
、
広
い
視
点
で
事
を
観
さ
え
す
れ
ば
、
その時は勿論、俺の思想も決してそれ程……奇怪ではなくなってくるのだ。おお、五カペイカ銀貨の値打しか
（３） 
ない否定論者や賢人たち、何故君たちは中途半端なところで立ち止るのだ！。（『罪と罰』エピローグ二章）
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4８ 
スヴィドリガィロブは永遠が虚であることを認識している。虚を虚として表現するてだてとして仮りに「蜘蛛の
巣の張った田舎の湯殿」のようなものをおいてふた。このイメージがラスコーリーーコフの神経に触れる。ラスコー
リー言うが苛立ったのは、彼が必ずしも正反対の認識をもっていたからではない。むしろスヴィドリガイロブにち
かい感覚を自分もいだいたことがあることを承知していたからであろう。犯行後ラスコーリ一一コフはネヴァ河の壮
麗な．ハノラマに見入っている……大学に通っていた頃、何度も橋の上の同じ場所で故知らぬ「冷気」に襲われてい
たことを、この華やかな光景が「唖で聾の霊にふちている」のは何故かという疑問の解答を一日延ばしにしていた
ことを彼は突然思い出す……その体験がスヴィドリガイロブの「永遠」の観念にかさなる。
スヴィドリガイロブとラスコーリーーコフは対蹴的な立場に立っているようで、そうでもない。ラスコーリーーコフ
がそれを認めたくないと意識の底で思っているだけである。スヴィドリガイロブが来世を認めているのは、自分が
粒子として還って行く場所としてである。人は短時間現世に存在し、生命のエネルギーの消滅とともに他界に移行
するにすぎないとスヴィドリガイロブは信じる。「永遠」が有でも無でもなく非在であるならば、そこに意味をも
とめても無意味であろう。スヴィドリガイロブの思想には感傷はない。人間の存在の形を冷厳に凝視し、誇大な観
念をもとうとはしない。ラスコーリーーコフがスヴィドリガイロブと異なるのは、存在の形への夢のいだき方である。
ラスコーリーーコフも現実を超えた現実があることを識っている。ネヴァ河の．ハノラマは彼にとって大きな意味を
もっている。不可解な「冷気」を感じながら、それが単なる非在ではなく、すでに虚無にながれていることを感じ
ながら、なお人間を粒子以上の存在として考えようとしている。たとえスヴィドリガイロブにからかわれても「非
凡人」は新しい人間存在の新しい形としてラスコーリーーコフの夢想のなかで生きつづける。
か！」と病的な感じを声に瀞かせながらラスコーリーーコフは叫んだ。
「もっと公平な？そりゃわかりませんよ。ことによったら、これがあなたの仰言る公平なのかも知れませ
（４） 
んからね。それに私は必ずわざとでもそうしたいんですよＩ・」（『罪と罰』第四篇一章）
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4９ 
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
ム
シ
ュ
キ
ソ
に
自
分
の
夢
を
の
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
た
だ
ム
シ
ュ
キ
ン
に
キ
リ
ス
ト
を
描
こ
う
と
し
た
と
い
うようなことではない。ムシュキンは、地平の果てに人間の認識の無用になるような場所を夢想している。これは、
人間の理想の一つの極点を示している。そこでは生の意味を問おうとする本性すら消失する。意味を求めることも
な
く
、
そ
れ
自
体
そ
の
ま
ま
充
足
し
た
形
で
人
間
は
存
在
し
て
い
る
…
…
彼はスイスで療養していた頃、真昼間よく山に登った。遥か頂上の岩の上には中世紀の古城の廃嘘、眼下に彼が
住
ん
で
い
る
村
が
霞
ん
で
い
る
。
ム
シ
ュ
キ
ン
は
や
に
だ
ら
け
の
松
の
大
木
に
取
り
囲
ま
れ
て
た
っ
た
一
人
山
中
に
立
っ
て
い
る
…
…
ム
シ
ュ
キ
ン
は
無
人
の
静
け
さ
の
な
か
で
．
切
の
謎
が
解
き
明
か
さ
れ
る
」
場
所
を
空
想
し
て
い
る
。
そ
れ
は
彼
に
は
そ
の
必
要
も
な
い
よ
う
な
空
想
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
彼
は
そ
う
い
う
想
念
を
い
だ
く
に
は
も
っ
と
も
不
似
合
な
人
間
で
あ
る
。
ム
シ
ュ
キ
ン
目身すでにこの時点で余人には達しがたいところまで達している。彼は不思議な静けさのなかに充足した宇宙の形
を感得している。ムシュキソの生は自然と一致し、ズレがない。彼には本然の姿が生まれながらにして具っている
と
作
者
は
観
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ドストニフスキーは十七歳のときにすでに「人間は宇宙の孤兒」という認識を示している。この「調和」の問題
は以後ドストエフスキー文学の重要な主題となる。宇宙のハーモニーのなかにいる存在を彼は一つの理想と考えて
太
陽
は
さ
ん
さ
ん
と
輝
き
、
空
は
あ
く
ま
で
菅
く
、
伯
い
よ
う
な
静
け
さ
で
す
。
そ
ん
な
時
で
す
ｌ
ど
こ
か
へ
行
き
た
い
と
い
う
気
持
に
な
っ
た
の
は
。
も
し
そ
の
ま
ま
真
直
ぐ
に
ぐ
ん
ぐ
ん
ど
こ
迄
も
歩
い
て
行
っ
て
あ
の
地
平
線
と
空
が
接
し
て
い
る
向
う
側
ま
で
行
け
た
ら
、
そ
こ
で
は
一
切
の
謎
が
解
き
明
か
さ
れ
て
い
て
、
わ
れ
わ
れ
の
生
よ
り
も
千
倍
も
力
強
く
活
気
に
溢
れ
た
新
し
い
生
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
だ
、
と
そ
う
思
わ
れ
た
の
で
す
。
ナ
ポ
リ
の
よ
う
な
あ
ん
な
大
き
な
町
が
絶
え
ず
目
に
浮
（５） 
か
び
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
い
つ
も
宮
殿
と
、
ざ
わ
め
き
と
、
ど
よ
め
き
と
、
生
命
が
あ
る
の
で
す
。
（
『
白
痴
』
第
一
篇
五
章
）
1Ｖ 
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5０ 
在
る
べ
き
形
と
し
て
在
る
べ
き
場
に
他
の
存
在
は
在
る
。
何
故
人
間
だ
け
が
そ
う
で
は
な
い
の
か
。
人
間
を
容
れ
る
場
所
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
、
人
間
を
除
い
て
〃
調
和
〃
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
が
い
て
は
〃
調
和
〃
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
か
、
終
始
人
間
が
無
視
さ
れ
て
い
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
こ
の
人
間
の
〃
異
邦
人
性
〃
が
人
間
存
在
の
本
質
的
形
態
で
あ
り
、
そ
れ
を
人
は
否
応
な
し
に
肯
定
さ
せ
ら
れ
て
き
た
と
い
う
の
が
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
の
確
信
で
あ
る
。
彼
は
そ
こ
に
何
よ
り
も
屈
辱
を
感
じ
る
。
も
し
こ
う
い
う
形
で
し
か
人
間
の
存
在
の
仕
方
が
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
う
の
が
彼
の
立
場
で
あ
る
。
余
命
二
、
三
週
間
の
イ
ヅ
ポ
リ
ー
ト
の
苛
立
ち
が
彼
の
「
思
想
」
に
影
を
落
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
彼
が
「
被
選
別
者
」
と
し
て
、
こ
の
世
に
生
き
残
る
者
た
ち
に
羨
望
と
僧
し
ゑ
を
い
だ
い
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
そ
の
発
想
が
絶
対
者
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
意
味
も
な
く
短
時
間
で
抹
消
さ
れ
る
存
在
と
し
て
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
の
存
在
は
在
る
。
彼
は
そ
う
い
う
在
り
方
を
彼
に
強
い
た
絶
対
者
を
否
定
し
、
峻
拒
す
る
。
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
の
発
想
が
個
人
的
な
も
の
か
ら
出
た
に
し
ろ
、
そ
れ
が
人
間
存
在
全
体
の
在
り
方
に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
である。彼は単なる無意味な粒子であることを拒否し、現在の人間存在の形を否定する。〃調和〃と無縁な、異質
い
た
。
ム
シ
ュ
キ
ン
に
作
者
が
想
い
を
託
し
た
最
大
の
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
『
白
痴
』
の
後
半
で
イ
ッ
ポ
リ
ー
ト
を
設
定
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
は
、
こ
の
「
調
和
」
の
問
題
が
テ
ー
マ
と
し
て
浮
上
し
て
きたからである。十八歳のイッポリートは十七歳のフョードル少年の認識を正確に受け継いでいる。宇宙の中での
自
己
の
存
在
の
冷
静
な
位
置
確
認
が
彼
の
始
点
で
あ
り
、
彼
は
自
分
の
存
在
が
〃
宇
宙
の
調
和
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
〃
と
い
う
想
念
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
彼
の
「
告
白
」
は
こ
の
軸
を
め
ぐ
っ
て
展
開
す
る
。
今ぼくのそぼで日の光を浴びながら瞼っているいとささやかな一匹の蝿でさえもこの饗宴と合唱に加わり、
（６） 
自
ら
の
所
を
心
得
て
、
そ
れ
を
愛
し
、
幸
福
に
浸
っ
て
い
る
の
に
、
こ
の
ぼ
く
だ
け
が
見
棄
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
（
『
白
痴
』
第
三篇七章）
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生に無執着でありながらスタヴローギンは生の〃感覚〃を得ようとする。彼は感覚を信じようとし、論理を信じ
ない。彼の論理からは何も出てこない。スタヴローギンが生に淡白になったのは、恐らく自己の存在の形に失望し
たからであろう。彼は自らの存在に嫌悪だけを感じている。嫌悪が彼の存在感覚である。嫌悪を噛染しめることが
彼の生きている証左である。彼には〃自分が単なる粒子であるかどうか〃といったイッポリートを苦しめたような
問題はないｌそれは人間の判断に委ねられる余灌ないとスタヴ画‐ギンは考えている．掌であって粒子以上
のものではあり得ないということはスタヴローギソには我慢ならないことであった。慾意的に投げ出された存在と
しての自己を認識する以外に方途はないとしたら、それは存在自体無いに等しい・・…・
「入神」はこれまでの被投的な、お仕着せの存在から彼の存在の形を根底から変える発想であった。彼が存在さ
せられるのではなく、自ら存潅を司る者になることＩイッポリートの否定を超えて、彼自身が存在を創造しよう
とする。「入神」はスタヴローギンの論理的次元での一つの結論であった。しかし、彼はこの思想の抽象性を自分
自身で知っていた。彼が折角の発想に集中も熱中も出来なかったのはこの故である。
スタヴローギンは自己の思想を語らない。「入神」も例外ではない。彼の「入神」の内容については読者は何も
知らないのである。彼が思想を表現しないのは自分の思想を信じていなかったためでもあろう。スタヴローギソが
自分の観念を複数の弟子たちに〃移植〃し、その展開を試承ようとしたのも、客観的に自己の思想を検証しようと
考えたからであるように思われる。スタヴローギンの原型「入神」がいかなるものであったか知る由もないが、
「入神」の観念はキリーロフのなかで自己増殖し、異常な発展を遂げることになる。
技師キリーロフはスタヴローギソから受け継いだ「入神」の観念を独自に展開させた。人間存在を規定するもの
な粒子であることをイッポリートは認識し、〃調和〃の問題をとおして人間存在の在り方に迫った。ムシュキンが
〃調和〃の或る形を語り、イッポリートがその対極に立つ。この点からもイッポリートの全面的否定は重要であり、
や
が
て
そ
れ
は
イ
ヴ
ァ
ン
・
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
に
つ
な
が
っ
て
行
く
。
Ｖ 
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5２ 
は死であり、人間が死への存在である限り有史以来の在り方から逃れることは出来ない。この存在の形に縛られて
い
る
間
は
人
は
こ
れ
ま
で
の
他
律
的
な
生
を
踏
襲
せ
ざ
る
を
得
ず
、
異
な
っ
た
在
り
方
を
探
求
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
人
間
が
旧来の生に束縛されているならば、絶対の自由を手にすることを断念するしかない。人間に選択の自由があり、そ
の
存
在
の
形
を
選
ぶ
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
人
類
は
新
し
い
歴
史
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ー
ロ
プ
は
死
を
超
え
る
存
在
の
可
能
性
を
「
入
神
」
に
求
め
、
新
し
い
存
在
の
可
能
性
を
探
ろ
う
と
し
た
。
死
に
恐
怖
を
い
だ
き畏怖している限り、人間に絶対の自由はない。「入神」は絶対的自由の象徴である。他律的な生をなんとしても
自律的なそれに変えようというのがキリーロフの志向であった。
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
ー
が
キ
リ
ー
ロ
フ
で
描
き
た
か
っ
た
の
は
、
人
間
を
超
え
た
地
点
で
逆
に
人
間
を
眺
め
返
す
と
い
う
試
糸
で
あ
っ
た
ろ
う
。
始
め
も
終
り
も
知
る
こ
と
を
得
な
い
無
明
の
な
か
で
、
「
生
か
さ
れ
て
在
る
」
と
い
う
自
覚
の
深
化
を
ひ
た
す
ら
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
律
の
な
か
に
自
律
を
狸
得
し
よ
う
と
す
る
立
場
も
、
絶
対
者
の
存
在
を
認
め
ず
、
宇
宙
に
は
た
だ
無
目
的
な
万
象
の
流転があるだけだとする即物的な見解も作家にはなお不足であった。「入神」論は奇嬬にみえながら、それは自律
的
な
存
在
の
可
能
性
を
探
る
一
つ
の
試
朶
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
キ
リ
ー
ロ
フ
に
よ
っ
て
認
識
の
新
し
い
地
平
を
拓
こ
う
と
し
た
と
も
思
え
る
。
キ
リ
ー
ロ
フ
は
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ソ
と
異
な
っ
て
雄
弁
で
あ
り
、
多
々
「
思
想
」
を
語
っ
て
い
る
が
、
現
在
あ
る
形
の
生
を
人
間
が
脱
却しない限り人間の真の生はあり得ないというのがその想念の根抵にある。これまでの生をただ継続しているにす
ぎ
な
い
な
ら
ば
、
人
間
は
相
対
的
自
由
の
な
か
で
生
き
つ
づ
け
る
だ
け
で
あ
る
。
人
が
相
対
的
自
由
の
な
か
で
生
き
て
い
る
限
り
現
在
の存在の形しかない。限定された存在形式、限られた思考．〈ターンの範囲内で人間は歴史を反復して行くこととな
る
。
神
を
失
い
、
絶
対
者
に
依
拠
し
な
い
時
代
に
入
っ
た
人
類
は
そ
こ
か
ら
新
生
の
歴
史
を
始
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
キ
リ
ー
ロ
フ
が
考
え
た
の
は
、
人
間
存
在
の
革
命
で
あ
る
。
彼
は
神
な
し
で
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
時
代
の
道
標
を
仮
り
に
「
入
神
」
に
求
め
た
。
「
入
神
」
の
観
念
が
突
飛
で
も
さ
し
て
問
題
で
は
な
い
。
彼
が
新
し
い
人
間
存
在
の
形
を
考
え
、
先
取
り
し
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
今の人間は真の人間じゃありません。今に幸福な、誇りにみちた新人が出現する。生きても生きていなくて
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存在が時間によって限定されるとすれば、生そのものに対する意識を変化させる他はない。「生きても生きてい
なくても同じ」ということは、時間の壁を超えるということであろう。その時点で人間の意識は大きく変り、有史
以
来
の
人
間
存
在
に
〃
革
命
〃
が
お
こ
る
と
キ
リ
ー
ロ
フ
は
確
信
し
て
い
る
。
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
は
自
分
に
原
点
を
も
つ
「
入
神
」
の
予
期
し
な
い
展
開
に
戸
惑
い
を
隠
せ
な
い
。
彼
は
「
現
代
で
は
難
し
そ
う
だ」と気難しげに咳くだけである。スタヴローギンにはキリーロフのような妄想はない。この意味ではスタヴロー
ギンは常識的地上的であり、キリーロフの飛躍とは無縁である。
作
者
が
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
と
キ
リ
ー
ロ
プ
を
対
極
さ
せ
た
こ
と
に
は
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
ド
ス
ト
エ
ブ
ス
キ
ー
は
その宿洞のために常人とは異なった〃時間〃の感覚をもっている。発作時の時間は「永遠の今」であり、時間の停
止と宇宙の調和を体感する。キリーロフに同じ宿病を与えたのも偶然ではない。キリーロフの「生きても生きてい
な
く
て
も
同
じ
」
と
い
う
発
想
は
こ
の
感
覚
と
重
な
る
。
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
ー
は
ス
タ
ヴ
ロ
ー
ギ
ン
の
悟
性
を
超
え
て
、
不
合
理
と
も
み
え
る
こ
の
生
死
一
如
の
思
想
を
あ
ら
わ
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ー
ロ
フ
に
は
作
家
の
重
心
が
意
外
に
か
か
っ
て
い
る
よ
う
にみえる。
『
未
成
年
』
の
創
作
ノ
ー
ト
を
ふ
る
と
ヴ
ニ
ル
シ
ー
ロ
フ
ば
ス
タ
ヴ
。
‐
ギ
ン
の
篝
ｌ
中
年
の
ス
タ
ヴ
鰹
‐
ギ
ン
と
し
て
柵
懇
された痕跡がある。ただヴェルシーロフにはスタヴローギン以上に明確な信念があり、表面に現れたエネルギーが
ある。謎めいた行動も少ない。ノートの「彼」は決定稿の主人公よりなおその思想ははっきりしている。このこと
は『悪霊』完成後ドストエフスキーの企図した構想の軸芯が何処にあったかを知るうえで看過出来ない一点であ
るは
｡ 
屯同じになった人が、すなわち、新人なのです。苦痛と恐怖とを征服した人は自ら神となる。そうすると、今
（７） 
までの神はなくなってしまうでしょう。（『悪霊』第一篇三章八）
Ⅵ 
Hosei University Repository
5４ 
ド
ス
ト
ニ
フ
ス
キ
‐
は
ノ
ー
ト
に
、
「
崩
壊
ｌ
こ
れ
が
こ
の
小
説
の
明
白
な
思
想
だ
」
と
か
き
と
め
て
い
る
．
ヴ
ニ
ル
シ
ー
ロ
フ
は
こ
の
テ
ー
マ
を
背
負
っ
た
人
物
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
．
主
人
公
の
「
少
年
」
ｌ
ア
ル
カ
ー
ジ
イ
を
隅
に
適
い
や
ら
な
い
よ
う
に
留
意
し
て
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ロ
プ
は
か
か
れ
て
い
る
か
ら
決
定
稿
で
は
〃
崩
壊
〃
の
テ
ー
マ
は
や
や
後
方
に
退
い
て
い
る
が
、
底
流
に
は
厳
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
人
間
を
支
え
て
き
た
価
値
体
系
が
崩
壊
し
て
、
人
は
無
援
に
な
っ
た
。
そ
の
孤
独
は
絶
対
的
自
由
で
あ
る
筈
だ
が
、
か
え
っ
て
そ
れ
に
戸
惑
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
旧
来
の
〃
習
慣
〃
か
ら
抜
け
出
ら
れ
な
い
ま
ま
、
人
間
は
相
変
ら
ず
〃
意
味
〃
を
求
め
る
。
そ
の
幻
想
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
う
ち
は
、
新
し
い
存
在
の
確
立
は
な
い
と
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ロ
フ
は
確
信
し
て
い
る
。
人
間
に
股
も
困
難
な
の
は
、
〃
た
だ
そ
こ
に
在
る
だ
け
〃
と
い
う
認
識
を
承
知
す
る
こ
と
で
あ
る
。
世
界
を
た
だ
あ
る
が
ま
ま
に
ふ
る
ｌ
こ
の
こ
と
の
至
難
さ
を
ヴ
ェ
ル
シ
「
ロ
ブ
織
知
っ
た
人
物
で
あ
る
．
ｒ
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
は
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ロ
フ
に
意
味
の
な
い
世
界
の
可
能
性
を
探
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
絶
対
者
不
在
の
無
限
の
空
間
の
な
か
で
人
は
い
か
な
る
存
在
の
形
を
も
つ
で
あ
ろ
う
か
。
ヴ
ェ
ル
ン
ー
ロ
フ
と
年
齢
的
に
似
通
っ
た
ス
ヴ
ィ
ド
リ
ガ
イ
ロ
ブ
は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
１
文
学
の
な
か
で
股
初
に
「
意
味
」
を
明
確
に
拒
絶
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
彼
の
冷
厳
な
認
識
と
共
通
す
る
も
の
を
こ
の
「中年のスタヴローギン」はしっている。ただ、スヴィドリガイロブの人間は偶然に生成する〃単なる粒子〃とい
う
諦
観
め
い
た
思
念
は
ヴ
ェ
ル
シ
ー
ロ
フ
の
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
人
間
だ
け
の
絶
対
の
孤
独
の
中
で
そ
の
無
限
の
自
由
に
耐
え
、
絶
対者不在の時代に相応する人間の新しい存在形式が創造されることを祈念している。人“は孤立して生き、それぞ
れの価値を自ら創り出さなければならない。世界から孤絶した人間同士がその孤絶を肌身で認識したとき、再び自
分たちの存在が再生し、新しい時間に踏象込んだことに気づくであろう。それがどんな形のものかはヴニルシーロ
「
彼
」
は
一
切
の
も
の
の
否
定
者
で
あ
り
、
槌
る
べ
き
何
も
の
も
な
い
こ
と
に
絶
望
し
て
い
る
が
、
同
時
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
（８） 
固
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
（
『
未
成
年
』
ノ
ー
ト
準
備
資
料
二
八
月
二
十
六
日
）
溢れている。
思
想
は
こ
う
だ
Ｉ
地
上
の
何
も
の
を
も
薑
し
た
い
と
い
う
行
豐
琴
「
彼
」
は
窯
的
に
作
り
上
げ
た
．
だ
が
実
生
活
で
は
、
「
彼
」
は
全
く
地
上
の
こ
と
に
囚
わ
れ
放
し
だ
。
生
き
る
こ
と
は
恥
ず
ぺ
誉
こ
と
だ
ｌ
し
か
し
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ヴェルシーロフはこの意味を付与し得ない世界に自己の存在の形を確立する方途を見出そうとする。スヴィドリ
ガイロフは単なる粒子であることに耐えようとしたが、ヴニルシーロフは単なる粒子であることから脱却して、そ
こに自分を納得させる何かを掴もうとしている。
かつてスタヴローギンも東洋、エジプト、アイスランドまで遍歴し、アトスでは終夜禰にも立通したと述べられ
ているが、ヴニルシーロブは苦行を更に徹底させ、倫理的自己完成の中に価値を見出しその可能性に賭けようとし
ている。外に求められない意味を自己自身の中に求めようとするこの姿勢は、おそらく、信仰ではない。彼は苦行
の行為そのもののうちに、その過程のうちに意味を見出そうとしている。それは必ずしも〃彼岸〃に到りつくこと
露鵡統無雑腓》←蝿区灘幣鞠蝋舗緋蝿韮榎碓轆雛駄姪勺鍜餓織雛
フにもわからない。少なくとも彼がスヴィドリガイロブと異なる点は、一歩を踏象だそうとしているところである。
たとえそれが混迷の方向であろうとも、スヴィドリガイロブのように一点に立ち続けることは出来ない。
人灸は望んでいたように一人ぼっちになった。偉大な昔の理想は彼らを見棄てた。クロード。ローランの絵
に描かれた招くがごとき偉大な太陽と同じように、それまで入念を養い暖めていた偉大な力の源泉は退いて行
った。それはもはや人類の最後の日とも言うべきものだ。人とは自分たちが全くの一人ぼっちになってしまっ
たことを卒然として悟った。大なる孤独を瞬時に感じたのだ。……孤独になった人間たちはすぐさまお互に前
よりもしっかりと愛情をこめて寄り添うようにたるであろう。今こそ彼らだけでお互にとってすべてであると
悟った入念は手を握り合うにちがいない。偉大なる不死の理想は消え失せて、それに代るべきものを見付けな
ければならないだろう。不死そのものでもあった神へ向けられていた愛のあり余ったものはすべてゑんなのも
（９） 
とで自然に、世界に、人間に、ありとあらゆる生きとし生けるものに向けられるであろう。（『未成年』第三篇
七章三）
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5６ 
えを創って行こうとすることば、世界の蕊ｌ対象の意味を求めることの完全な断念がその認識の根鱈ある。
世界は世界として在るだけである。対象の世界を在るがま主に観るが、そこに意味を求めることはない。実在の表
現としての世界は崩落し、二元論は消滅する。これが『未成年』のテーマ「崩壊」の意味するところでもある。
事物はただそこに在るだけのものでしかない。世界は意味をになうのでもなく、存在は不条理でもない。不条理
は不条理と観ずる人間の観念のなかにある。人は意味をもたない世界に憤れることが出来ず、その空白に耐えられ
ないで意味を付与しようとする。その恐怖と不安が人間を意味に縛る。ドストエプスキーはスタヴローギンをかい
たときから無意味の世界を探りはじめた。スタヴローギンの継承者ヴェルシーロフはその徹底である。ヴェルシー
ロフの中年の知恵がスタヴローギソより表面柔軟にでているが、その世界観は明確である。
「聖なるもの」の失われた時代、「共通の規範に対する信仰の消滅」した時代をドストエフスキーはこの主人公
をとおして描こうとした。世界を意味づけることを放棄したとき、同時に「聖なるもの」も「共通の規範」も、そ
の価値体系のうちにあったものはすべてその意味を喪失する。人間は本来意味をもたない、いわば〃意味〃を超え
た「無重力地帯」で存在することになる。世界がただそこに在るだけということは、「意味」という足場を失って
虚空のなかに人間が存在するということである。自ら足場を作って行かなければ、前進することは愚か、後退する
ことすら不可能である。ヴェルシーロフの感じたしのは、無限の自由であり、虚空のなかの孤独と恐怖である。こ
れまで人はどれ程意味の世界で生きてきたかということを彼は痛感せざるを得ない。対象に足場を築くことが不可
能ならば、自らの中に、自らの行為に足がかりを見つけて行かなければならぬ。そういう存在の形をヴェルシーロ
プはとろうとする。このような求道の姿はトルストイの主人公たちにもある。しかし、それは現象として類似して
いるだけである。ヴニルシーロフには苦行そのものに意味がある。たとえそれが無意味なことであろうと意味があ
るということはｌそれしかヴ雲ルシーロフの存在する形がないということは、例えば、レーヴノなどの理解の
埒外にある。
対象の意味を否定しながらなだ自分の行為によって自分自身に意味を創って行くということは、やはり意味か
ら離れられないことであり、自己撞着であるかも知れない。しかし、それ以外に彼の思考が飛躍しないとしたら、
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5７ それを実践する他はない。本来、自己完成の目的もなく、苦行そのものに目標もないのではないか。苦行自体に
ｌ実践に慈味を求めることも欺職であろう。それを承知しながらヴ雲ルシーロフ雌あえて行おうとした．薔行を
信じないところから苦行が始まる。このことを股もよく知っていたのはヴェルシーロフであり、作者である。
イヴァンの否定は直接的な神の否定ではなく、神の世界の否定という形をとっている。彼は人間の認識の限界を
認め、「物自体」にかかわる人類永遠の問題をあっさり承認する。「神の存在」も「妓後の審判」も人間の悟性の限
界外にあり、「兜を脱ぐ」しかないとイヴァンは言う。彼は人間に与えられているものと、その根抵に在るものを
分けて考えている。人類の眼前に在り、その中で日々人々が生活している世界はよく承知している。だが、その根
抵に在る鰄鱗ｌ世界を世界たらしめているものについて臓全く知るところがないし、知ることは不可能だとイヴ
ァソはアリョーンャに語る。イヴァンは意味を求めたがる人間の本性の弱点を逆手にとってそこに彼の認識の出発
点をおいている。彼は「物自体」の認識を断念し、放棄する。しかし、彼のよく知るこの世界についてはそうは行
かない。イヴァソが子供をダシにして「神の創った世界」を承認しないと言い出したのには明らかに魂胆がある。
彼の「入場券の返上」は単に神の世界の否定ではない．神の世界を拒否しながら同時に世界そのものｌ人間をも
含めた存在全体を否定している。いわば、二重の否定であり、ウエイトはむしろ後者にある。イヴァソの関心事は、
すべてを否定してしまった後何処に身をおく場所をつくるかということである。イヴァンの認識の出発が全的否定
であるとすれば、『カラマーゾフの兄弟』の展開はイヴァソのこの〃場〃をめぐって進むことになる。作者はイヴ
ァンと悪魔との対話を用意した。それはイヴァンの悪夢としてかかれているが、そこには弟との対話のなかで語ら
れなかった彼の本音の部分があらわれている。
イヴァソの悪夢には二つのエピソードが語られている。来世の存在を否定していた哲学者が死後天国の門をくぐ
った識と「地質学上の変動」ｌ彼の人神鰄である．鱸神論寳の挿話は神を心腫から否定しきれていないイヴァン
っ
た
話
と
「
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赤
の心情を表現している。
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5８ 
このあと周知のように、「千年ばかり横になっていて突然歩き出した」哲学者は十億年以上もかかって天国の門
に着く。門が開かれて二秒と経たないうちに彼は「千兆キロメートルどころか千兆キロメートルを千兆倍して更に
もう千兆倍をも進めた程歩ける」と叫んだ。この無神論者の〃ホザナ〃にはイヴァンの一つの極が語られている・
七プード（百余キロ）もある商家の内儀に変身し、彼女の信じるものは何でも信じたいと願ったイヴァンは、神の
世界一切を否定しながら、なお、その否定の空虚に耐えきれないものをもっている。ホザナを叫んだ哲学者の話の
すぐあとに入神論をおいたのは、この〃ホザナ〃と拮抗関係を作者は作りたかったのであろう。
イヴァンの入神論は「地質学上の変動」と名付けられている。彼の入神は自殺を前提としていない・彼は神の観
念さえ破壊すれば以前の世界観は滅びると考える。精神の巨大化が生じ入神が出現するであろう。彼は自然を征服
し天上の悦びに代る高遠な快楽を不断に感ずるようになる。人間は復活しないことを承知し生の瞬間性を知りたが
比
ら無償の愛で同胞を愛し、誇りをもって生きる。ただ人類の無知がその時代の到来を遅らせている間は、』」の真理
を認めた着がたった一人でも彼は新しい思想の上に自分の基礎を建てることが出来る１人神となった彼は以繭の
奴隷の限界を超える。神である以上「何をしても櫛わない」。
イヴァソの入神のなかにはラスコーリーーコブもヴニルシーロフも含まれている。また、イヴァソの入神にオリジ
ナリティーが稀薄であることも事実であろう。彼はひたすら「入神」という観念で自分の在るべき場所を探ってい
彼は「法律も良心も信仰も一切否定した」が、とりわけ来世の生活を否定した。やがて死んだ・彼はすぐ暗
驫と死へ赴くものと思っていた．ところが目の前にｌ来世の生漏が現れた．後は驚き憤慨しだした．「これ
は俺の信念に矛盾している」と言ったものだ。これがため彼は裁判にかけられた。……裁判の結果、暗闇の中
を千兆キロメートル歩いて行くよう宣告された。この千兆キロメートルの暗闇を通りぬけてしまうと天国の門
が開かれてすべての罪が赦されるというわけだ。……千兆キロメートルの暗闇を宣告された彼は突立ったまま
暫くあたりを見回していたが、やがて道の真ん中にごろりと横になって「俺は歩きたくない・主義として行か
（町）
ないＩ．」と言ったのだ。（『カラマーゾフの兄弟』（第十一篇九章）
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5９ 
彼は自由に思考しているようにみえて「神」という言葉にこだわる。神の観念に囚われ、そこから容易に脱出で
きない。千兆キロメートルを歩いて天国の門に達した無神論者を想像し、また「地質学上の変動」の時代と並行
してやって来る入神の到来を空想するイヴァンのこの分裂の中に彼の現在の境位がある。神の世界も、その創造物
の意味も一切を否定しながら、イヴァンはなお新しい場所を見出してはいない。彼は依然として混迷の中にいる。
今ある人間存在の形を彼は全面的に否定し、それを創造者に謹んで返上した〃空白〃の中にいる。その存在の形の
欺臓に気付き、それを打破ることによって人類の展望を拓こうとした点ではキリーロフと一致する。「入神」は人
間存在の新しい形の試案の仮称であり、その観念の極端さに、むしろ、あまり意味はない。
ドストエフスキーは「ゴリラから人間まで」の時代の終焉を予感し、新しい人間の存在形式を探ろうとした。イ
ヴァソの全的否定もこの過程の中にある。ドストエフスキーは人間存在の現在の形を人間が当然と考え、順応して
いることに違和感をおぼえる。それは「地質学上の変動」とともに変るべきではないのか。人類が絶対者を意識し
てからのごく短い時間のス・ハソのなかで定着しただけにすぎない形を人☆が疑念をもたないことに、その怠惰に作
家は不満を感じているのであろう。神の時代が終ったにしてもなお人間はその惰性から抜け出ることが出来ない。
人食の惰性の打破を彼は「入神」という観念で行おうとした。「入神」は現在では荒唐無稽に映る。しかし、それ
は短い期間のなかで考えるからであろう。永遠にも比すべき長い時間のス．〈ソでは実現しないとは断言出来ない。
千兆キロメートルを歩いた哲学者の挿話は、実はドストエフスキーの常人を超えた時間感覚を教えるものだったの
る。それは常識的でもあり非常識でもある。
かも知れない。 （ｕ） 
所となる……（同前）
神のために法律はない！神の立つところは、すなわち神の場所だ！俺の立つところは、直ちに第一の場
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6０ 
周知のごとく、作者はイヴァンの対極にゾシマの認識をおいた。ドストエフスキーはイヴァンの哲学とは相触れ
ない形で、いわば、すれ違った次元でゾンマの世界を独自に描いている。距離をおいてみたとき、読者はそこに相
対応する二つの世界を併せて承るような仕組になっている。イヴァンの世界が既存の一切の存在の拒否によって新
しい価値の創出を目論む世界であるとするなら、ゾシマのそれは全面的な受容の世界である。ゾシマには現在の形
に何ら不足するところはないｌあるとすれば、それは自己の認識と修練が欠けているからで、すべては自分の主
体の中にある。人間は単なる粒子ではない。もし人間存在が宇宙の調和からはずれているとすれば、それは調和を
感得する感覚が具っていないからである。人間は他律ともふえる宇宙の哲理の中に自律を求め、生かされながら、
また逆に世界を生かして行く。人間が世界を表現することによって世界は初めて表現されて行く。この相互関係が
世界と人間の間にあることを自覚するとき、人は自己の存在の形を確立するのである。一切の存在は宇宙の理の表
現であり、実在の世界はその表現によって実在として実現する。表現を欠いた実在は虚である。万象を得て実在は
実在となる。表現するものと表現されるものは、つねに相互に関係し、実在は表現であり表現は即実在である。
若年の頃、僧院建立のための寄進を募って地方を行脚していた時、ゾシマはこのことを体感した。彼はある大河
のほとりで一夜を明かしたが、十八歳ばかりの農民出の若者とともになんの変哲もない平凡な風景を眺めているう
ち
に
こ
の
感
覚
の
閃
く
の
を
感
じ
た
。
君はやはりわれわれの今の地球のことを考えているんだね！だが、今の地球は十億回も繰り返されたもの
かも知れないじゃないか。地球の寿命が尽きると、凍ってひびが入って粉徴塵に砕けて、細かい構成元素に分
解して、それからまた水が大地の上の方を覆い、次にまた慧星が生じ、太陽が生じ、太陽から地球が生ずるん
だ。この順序はもう無限に繰り返されているかも知れない。そしてすべてがハイフォンに至るまで以前と全く
（吃）
同じ形さ。不作法この上ない退屈さだぜ。（同前）
明るい静かな暖い七月の夜で、広角とした川面からは水蒸気が立ちのぼり、われわれの気分を爽やかにして
Hosei University Repository
6１ 
ゾシマはこの時点において自分の存在が単なる粒子ではないことを確信した。すべては宇宙の調和の中に在る。
一木一草ふな実在の表現点であることを眼前に在って語りかけてくる。それは今まで見た風景と同じであって同じ
ではない。この特に変っているとも設えない風景がゾシマの原体験となる。現世は神の世界の表現であるとゾシマ
は信じる・人はそれを受容することによって神とともに生き、世界を呼吸することが出来る。それは他律にふえな
がら他律ではない。たとえ微小な存在でも有機的な宇宙の表現点として世界の中に在る時、紛れもない確たる存在
として人はそこに在る。自律的にそこに在る。
大成してからのゾシマは世界を円なるものとして考えている。円の半分は残りの半円の表現としてあり、現世を
形成する．本質は隠れている半円の方にあるｌその部分が他界であり、蔭の部分である．人は蔭の部分から出て、
現世である半円を生き、また蔭に還る。すべての存在は表舞台に須奥の生命を輝かせ、回り舞台のように後の半円
に消える。存在の生は表と裏のようであって、ある時は陽に、ある時は陰に表現されるが、生命そのものは不断に
続いている。この生命の永続性こそが一切の存在の基本であり、人間の希望を支えているとゾシマは観じている。
ゾシマはこの世の生を特別なものと思ってはいない。現世に生きているということは、生命に陽の当っている時だ
ということであり、いずれは鶏る運命にある。表に現れた時にすべての存在は宇宙の理法を表現する。現世は他界
の表現であり、表現されることによって他界は他界であり得る。存在の生命は現世と他界を循環し、生命は切れ目
なく続く。人間存在の形はその生命のままに生きることである。そこには他律もなく自律もなく、生死の次元を超
えて循環する生命の姿がある・人は生から死、無から有への時間を区切っているが、本来そういう区別は存在しな
くれた・幽に魚が跳ね小鳥たちは沈黙し、すべてのものが静かに気高く、万物が神に祈りを捧げていた。寝
ないでいたのはわれわれ一一人、私とその若者だけであった。われわれは神の世界の美しさとその神秘について
語り合った。－本一本の草、一匹一匹の小さな昆虫、一匹一匹の蟻、黄金色の蜜蜂、知性をもっていないすべ
てこれらのものが鷺くばかりおのれの道を心得ていて神の神秘を証明し、自らその秘密を倦みなく行っている
（皿）
のである。（同前第六篇二章）
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6２ い。ゾシマの他界は別の世界ではない。人間は自由Ｅ一つの半円を往き来するのである。ゾシマの信仰の根幹にあ
る他界との接触感は、世界が同じ円周の中に在るとすれば、当然であろう。ゾシマの存在の形はこの接触感を保ち
つづけることによって独自の生命を得ているのである。
ドストェフスキーは、絶対者と遠く離れたところに立つイヴァソの存在の形を理解しながら、なおゾシマの姿に
もつよく惹かれるものを感じている。それは相容れざる他律と自律の世界である。イヴァソは他律の拒否によって
人間存在の新しい時代を創造しようとし、ゾシマは他律の中の自律を確立することによってこれまでの存在の形を
保って行こうとする。二つの世界のぶつかり合う次元は、有限存在者と無限絶対者が逆説的に矛盾的にかかわる場
所であり、超越的なものにかかわる人格的自己の世界である。
ドストニフスキーはイヴァソの〃新しい時代〃の存在の形にも魅力を感じている。ただ、それは、イヴァソ自身
も承知しているように、人間の時間の単位ではほとんど無限ともいうべき時間を必要とするであろう・イヴァンの
悪魔との対話は、彼の思想の可能性と不可能性を同時に示している。イヴァソの讃妄症と破滅はその企図の実現の
至難なことを物語っている。
イヴァンが予想された必然的な道を辿ることによって作者はこの危険な試設から遁れ得た。彼はすでにゾシマが
落陽を愛するような心境の中にいる。ドストエフスキーは「地質学上の変動」で最後の試象を果した。千兆キロメ
ートルの道程を歩きはじめた哲学者のように、彼はゾンマの世界の静謎に賭けようとする。入神論の先達のキリー
；は鰻後にはⅧ生きても生きていなくても同じ“ところに出ようとした。もしかしたらイヴヲの入神もｌそ
の存在の新しい試設も、ゾシマの生死を超えた次元につながるかも知れない。現世の生命を特別なものと意識しな
くなった時、そのこだわりから脱却した崎人間は新しい存在の形を得るのではないかｌ晩年のドストラスキ‐
はここに〃金色の光〃の謎の一つの結語を柔ようとする。
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